
令和８年度 第１回 双葉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時   令和８年４月 28日（火）14時 00分から 16時 00分 

２ 開 催 場 所   双葉小学校 会議室 

３ 出 席 委 員   平岡 廣二、河邉 忠一、大羽 恵子、木村 理、 

髙𣘺 功、井澤 利之、武田 信孝、服部 知里、中村 鮎香 

４ 欠 席 委 員   なし 

５ オブザーバー 加藤 晴康 (南部協働センター館長) 

６ 学校支援コーディネーター  岡野 真知 

７ 学 校   中村 憲司（校長）、磯部 真代（教頭）、齊藤 幸宏（教務主任） 

馬渕 康枝（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者   なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 馬渕 康枝 

10 議長の選出 

司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、服部委員を推挙す

る旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項 

（１）学校運営の基本方針 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針 

（３）学校評価アンケートの項目 

（４）夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書 

（５）学校運営協議会の本年度の目標の確認 

12 会 議 記 録 

司会の教頭から、委員総数９人全員の出席があり、会議が成立している旨の報告があ

った。 

（１） 学校運営の基本方針 

 ア、校長説明 

議長の指示により、校長から、パワーポイント資料に基づき新年度が始まってからの

子供たちの様子についての話があった。また、今年度のグランドデザインに基づき学校

教育方針についての説明があり、「ともに」を大切に学校が幸せな場所であることをめざ

すという話があった。 

イ、質疑・応答 

   ・家庭学習は一律ではないということだが、夏休みの課題を選ぶ方式の良し悪しはど

うだったのか。(河邉委員) 

   →大きな混乱は無かった。保護者の中にはあった方が良いという声も聞かれたが、子

供に合った家庭学習を家庭で相談して決めるということで、今年度も継続する。（校長） 



   ・生活カードで自己評価をしているのか。（井澤委員） 

   →書いていく中で自己を見つめることが大事であると考える。教師ともコミュニケー

ションをとることができる。（校長） 

   ・グランドデザインはとてもよい印象である。双葉小の子は自立心が育っていて「気

づき・考え、行動する」は中学へ行っても発揮できていて、誇りに思った。（木村委員） 

   ・教育目標は素晴らしい。「気づき・考え、行動する」は、大人にとっても大事なこと

で、子供のうちから習慣が身に付いていったら、素晴らしい社会人になる。(武田委員) 

   ・夏休みの課題で、子供が読書感想文を選んだ。知識の広がりになり、よい経験にな

った。向き不向きもあるが、自分で決めることができてよかった。(中村委員) 

   ・生活カードは、子供に書かせることで自分で考えるようになる。ニコニコマークは、

マークの表情で子供のいろいろな気持ちをくみ取ることができて、教師もやりとりす

ることができる。(服部委員) 

   ・道具箱の片付け方を教えるということで、昔は家庭でしていたことを学校ではどの

程度教えるのか。(平岡委員) 

   →どこまでがしつけかということになるが、家庭とも相談して、ルール作りに子供が

関わって作る。(校長)   

   ウ、承認の確認 

   拍手にて承認された。 

  

(２)いじめ防止等のための基本的な方針 

議長の指示により、校長から別紙資料に基づき説明があった。いじめの対応は法律で

決まっている。法律に則って対応をするが、法律に縛られてしまうということもあるの

でバランスよく対応する。誠実な対応をしていく。 

   

  (３)学校評価アンケートの項目 

   議長の指示により、教務主任から学校評価アンケートの説明があった。グランドデザ

インが変わって項目が多いが、低学年・高学年・保護者向けにアンケートを取っている。 

 

  (４)夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書 

   議長の指示により、教頭から学校運営の基本方針を具現化するための意見について説

明があった。 

 

(５)学校運営協議会の本年度の目標の確認 

 議長の指示により、教頭から別紙資料に基づき本年度の目標について説明があり、委

員からは、以下の発言があった。 

 ・本年度の目標の行事や授業の参加・参観を通して、子供たちの様子を捉えることが



できたらと思う。参観は１回だけではなく、何回か観て単元の流れを知りたい。   

（河邉委員） 

 →授業の内容は変動するのでこの日とは決められないが、この期間にどうですかとい

うお知らせをする。都合のつくときに来ていただけたらと思う。（校長） 

 ・自己評価のよくできた～できなかったの境は個人で変わる。何回来たとか数値化し

て具体的にすれば、誰が見ても客観的に分かりやすい内容になる。（井澤委員） 

 

13 報告事項 

   学校支援コーディネーターの岡野様から、令和７年度の活動報告と学校支援ボランテ

ィア登録についての説明があった。 

 

 14 その他連絡事項等 

 司会から、次回会議は、令和８年６月 18(木) 14時 30分～16時 30分に３階会議室          

  で開催する旨の報告があった。 

 


